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つぎは、どんな未来に化けようか。
ミラバケッソを知っていますか？ それは、ミラいにバケる新ソ材。

世のため人のためになる新しい価値をもった製品のこと。

私たちは、これまでもたくさんのミラバケッソを創ってきました。

その始まりは、国産技術による初の合成繊維「ビニロン」とその原料樹脂「ポバール」。

そして、現在進行形のミラバケッソも。耐熱性ポリアミド樹脂〈ジェネスタ〉、

アクリル系 熱可塑性エラストマー〈クラリティ〉など。どちらもクラレだけの

オンリーワン製品です。ミラバケッソの1つ1つが、どんな未来に化けていくのか。

創っている私たちでさえ・・・うん、楽しみです。
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Improvement in Electron Transfer Efficiency
Between Multicopper Oxidase and Electrode

by Immobilization of Directly
Oriented Enzyme Molecules
Eiichiro Takamura＊1, Haruto Suzuki＊2,
Takuto Nakamura＊2, Hiroaki Sakamoto＊2,
Takenori Satomura＊3, Haruhiko Sakuraba＊4,
Toshihisa Ohshima＊5, Shin-ichiro Suye＊2,3

＊1 Department of Advanced Interdisciplinary Science and
Technology, Graduate School of Engineering,
University of Fukui, 3-9-1 Bunkyo, Fukui, Fukui 910-
8507, Japan

＊2 Department of Frontier Fiber Technology and Science,
Graduate School of Engineering, University of Fukui,
3-9-1 Bunkyo, Fukui, Fukui 910-8507, Japan

＊3 Department of Applied Chemistry and Biotechnology,
Graduate School of Engineering, University of Fukui,
3-9-1 Bunkyo, Fukui, Fukui 910-8507, Japan

＊4 Department of Applied Biological Science, Faculty of
Agriculture, Kagawa University, 2393 ikenobe, miki,
kagawa 761-0795, Japan

＊5 Department of Biomedical Engineering, Faculty of
Engineering, Osaka Institute of Technology, 5-16-1
Omiya, Asahi-ku, Osaka 535-8585, Japan
We investigated the effects of the distance between redox

site of multicopper oxidase from Pyrobaculum aerophilum
(McoP) and the electrode surface on efficient electron transfer to
optimize biodevice performance. The O2 reduction peak current
densities of the electrode on which McoP was directly
immobilized using C-terminus His-tagged and Cys residue
introduced McoP, and the electrode on which McoP was
immobilized using C-terminus His-tagged McoP and self-
assembled monolayer (SAM) were 203.6 µA/cm2 and 167.4 µA/
cm2, respectively. The O2 reduction current per unit enzyme
activity of McoP was 88.9 mA/units in the electrode on which
McoP was directly immobilized using C-terminus His-tagged
and Cys residue introduced McoP, and 68.4 mA/units in the
electrode on which McoP was immobilized using C-terminus
His-tagged McoP and SAM. McoP was directly immobilized
onto Au electrode while controlling McoP orientation using
cysteine residue on the C-terminus of McoP. As a result, O2
reduction current was increased. Improving the electron transfer
efficiency between redox site of McoP and electrode surface was
achieved by reducing the distance between them. J. Fiber Sci.
Technol., 75(5), 47-51 (2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0007
©2019 The Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

UV Shielding Properties of Fabrics
Supported by Ceria Particles Prepared
Using Ozone Oxidation Reaction
Akemi Yasukawa＊1, Shioka Gotoh＊2,

Yasuyuki Kobayashi＊3, and Keiko Gotoh＊4
＊1 Faculty of Education, Hirosaki University, 1 Bunkyo-
cho, Hirosaki, 036-8560, Japan

＊2 Faculty of Human Life and Environment, Nara
Women’s University, Kita-uoya-nishi-machi, Nara, 630-
8506, Japan

＊3 Osaka Research Institute of Industrial Science and
Technology, 1-6-50, Morinomiya, Joto-ku, Osaka, 536-
8553, Japan

＊4 National Institute Technology, Nara College, 22, Yata-
cho, Yamatokoriyama, 639-1080, Japan
Cerium oxide (CeO2, ceria) particles were supported on

cotton and nylon fabrics by immersing the fabrics into the
solution containing cerium chloride (CeCl3) with bubbling of
ozone (O3) gas. The amount of supported ceria on the fabrics
was increased with increasing of [CeCl3] concentration and
immersing period. Ultraviolet-visual (UV-vis) spectra of the
fabrics revealed that ultraviolet (UV) shielding properties were
enhanced by the supporting of the particles and the properties
were kept after washing with water and SDS solution. The
exposure to UV light reduced stretching strength and breaking
extension of the nylon fabric supported by titanium oxide (TiO2,
titania) particles, but they never reduced those of the fabrics
supported by ceria particles. J. Fiber Sci. Technol., 75(5), 52-57
(2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0009 ©2019 The Society of
Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Device for Simultaneous Measurements of
Viscosity and Light Transmittance
with Example of Application

Motoki Shibata, Koji Nishida, and Tsuyoshi Koga
Department of Polymer Chemistry, Graduate School of
Engineering, Kyoto University, Katsura, Nishikyo-ku,
Kyoto 615－8510, Japan
We have developed a device for the simultaneous

measurements of viscosity and light transmittance. In general,
aqueous solutions of associative polymers often show gelation
and/or phase separation. Viscometry and light transmittance have
been standard methods in order to evaluate the gelation and
phase separation, respectively. However, so far, a unified device
to evaluate the both phenomena simultaneously has not been
available, although such a device should bring numerous
benefits to understanding the mechanism of the gelation and
phase separation of aqueous associative polymers. In this study,
constitution of the device and several examples of the device are
presented. J. Fiber Sci. Technol., 75(5), 58-62 (2019) doi
10.2115/fiberst.2019-0008 ©2019 The Society of Fiber Science
and Technology, Japan
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2019年度繊維学会主要行事予定

2019 年度通常総会開催について

2019 年度通常総会を下記要領で開催いたしますので、ご出席いただきたくご案内申し上げます。なお、本
総会の目的であります下記議案の決議には、定款により過半数以上の定足数を必要としますので、当日ご欠席
の場合には、別途お送りします 2019 年度通常総会開催通知の“返信用はがき”の委任状記入欄に（個人会員名
または学会誌受領担当者名など）をご記入いただき、5 月 25 日㈯までに必ずご返送くださいますようお願い申
し上げます。

記
1. 開催日：2019 年 6 月 6 日㈭ 9:30～（予定）
2. 会 場：タワーホール船堀（東京都江戸川区）5 階 小ホール

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1 TEL : 03－5676－2211
3. 議 案：第 1 号議案 2018 年度事業報告承認の件

第 2 号議案 2018 年度決算報告承認の件
第 3 号議案 名誉会員推挙の件

4. 報告事項
2018 年度（平成 30 年度）公益目的支出計画実施報告に関する件
小島盛男氏からの寄附金に関する報告

繊維学会の正会員様、学生会員様へのお知らせ
繊維学会の正会員様、学生会員様の会員資格は毎年自動継続となり、別段のお手続きは必要ございません。

ただ、新しい年度に替わりました時期ですので異動、退職、卒業などによりご登録情報に変更がございました
ら、お早めにご連絡を頂きますよう、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

＊学会誌の送付先の変更
住所変更（新旧の住所）、担当者変更（新旧の担当者名）、時期など

＊退会をご希望の際は、メールまたは FAX に必要事項
会員番号、氏名、退会希望日、連絡先など

を記入し、下記までご連絡をお願いします。

問合せ先 一般社団法人 繊維学会 事務局
〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3620 E-mail : office@fiber.or.jp

行 事 名 日 程 開 催 会 場 他

年次大会・研究発表会 2019年 6 月 5 日㈬～ 7 日㈮ タワーホール船堀
（東京都江戸川区）

通常総会 2019年 6 月 6 日㈭午前中 年次大会と同時開催

繊維基礎講座 2019年 8 月 6 日㈫、7 日㈬ 東レ㈱総合研修センター
（三島市）

第 49 回夏季セミナー 2019 年 9 月11日㈬、12日㈭ 北海道北見市（ホテル黒部）

秋季研究発表会 2019年11月 9 日㈯、10日㈰ 信州大学繊維学部（上田市）
「疾走するファイバー展」見学（予定）

A2



繊維学会功績賞は、多年にわたり本学会の発展なら
びに繊維の科学と工業の進歩に顕著な貢献をされた方
を褒章するものです。平成 30 年度の功績賞は、本年
2 月に開催された選考委員会において慎重に審議され、
正田晋一郎氏、土田亮氏、西松豊典氏の 3 名を、満場
一致で受賞候補者と致しました。次いで、3 月開催の
理事会における審議の結果、上記 3 名の方々に功績賞
を授与することを決定致しました。以下に受賞者のご
略歴とご業績を簡単に紹介させて頂きます。

正田晋一郎氏は、1981 年に東京大学大学院理学系
研究科博士後期課程を修了され、理学博士の学位を取
得されました。1981 年から東京大学理学部助手、1984
年からスイス連邦工科大学（ETH チューリッヒ）博士
研究員を経て、1986 年に東北大学工学部助手になら
れました。その後、1987 年から同講師、1991 年から
同助教授、1999 年から同大学院工学研究科教授に昇
任されご活躍されています。2003 年から 2006 年まで
日本学術振興会学術システム研究センター専門研究員
を兼務されました。

正田氏は、セルロースやキチンに代表される多糖類
の糖鎖構造の構築や機能化の際に保護基を用いること
なく糖の還元末端アノマー位のみを選択的に水中で直
接固定化できる画期的な手法を発見され、多糖科学の
基礎学問の発展に多大な貢献をされました。同氏が開
発されたこれらの手法は従来の有機化学的手法や化学・
酵素法による多糖合成プロセスを刷新する合成法とし
て広く利用されています。繊維科学や糖鎖科学の中で

定着した従前の方法とは全く異なる新しい方法論の展
開に先駆的かつ多大な貢献をしたばかりでなく、酵素
学、材料化学、糖鎖生物学、薬学、ならびに医化学な
どの関連分野にも大きなインパクトを与えています。

繊維学会では、2012 年から 2014 年まで東北・北海
道支部支部長として理事を務められ、学会活動の発展
と活性化に貢献されました。また、2014 年から 2016
年に学会賞選考委員を務められています。また、長年
にわたり支部幹事を務められ、繊維学会年次大会の実
行委員などとしてその開催に貢献され、繊維学会の運
営とその発展に尽力して来られました。

土田亮氏は、1982 年に京都大学大学院工学研究科
博士後期課程を単位取得退学され、日本学術振興会奨
励研究員、同特別研究員、京都大学化学研究所教務補
佐員を経て、1990 年に京都大学工学部助手になられ
ました。この間、1982 年に京都大学から工学博士の
学位を取得されました。1996 年から岐阜大学工学部
助教授、2004 年から同教授に昇任されご活躍されて
います。

土田氏は、長年に亘ってコロイド分散系の基礎的物
性を中心に独創性と新規性に富んだ研究を展開されま
した。特に、コロイド分散系における規則的ナノ構造
構築、コロイド結晶による光学効果、ならびにコロイ
ド系における界面効果に関して数多くの成果を挙げら
れ、コロイド科学の発展に大きな貢献をされました。
2003 年に「コロイド系における微小重力効果に関す
る研究」で第 30 回繊維学会賞を受賞されました。

正田晋一郎 「多糖合成における新規方法論の開発と繊維学会活動への貢献」
土田 亮 「コロイド結晶における研究と繊維学会活動への貢献」
西松 豊典 「テキスタイル製品の快適性に関する感覚と計測の研究と繊維学会活動への貢献」

2018年度 繊維学会功績賞受賞者

選 考 経 過
会 長 木 村 邦 生

正 田 晋一郎 氏 土 田 亮 氏 西 松 豊 典 氏
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繊維学会では、2008 年から 11 年間の長きに亘り理
事としてご活躍されています。この間、2008 年から
2009 年まで東海支部支部長を務められました。2010
年から繊維学会誌編集委員をされ、2012 年からは同
編集委員長を務められています。この間、「繊維と工
業」繊維学会創立 70 周年記念誌の発刊、ならびに繊
維 学 会 創 立 70 周 年 記 念「High-Performance and
Specialty Fibers」（Springer Japan）や「業界マイスター
に学ぶせんいの基礎知識」（繊維社）の書籍出版に尽力
されました。また、2010 年には繊維学会企画委員、2013
年から 2014 年まで学会賞選考委員を務められました。
2017 年の第 47 回繊維学会夏季セミナーの副実行委員
長としてセミナーの開催にご尽力されるなど、繊維学
会の運営とその発展に多大な貢献をされました。

西松豊典氏は、1977 年に名古屋工業大学大学院工
学研究科博士前期課程を修了されました。その後、同
年に三重県工業技術センターに技師として採用され、
1990 年に同主任研究員に昇任されました。この間、
1989 年に東京工業大学で工学博士の学位を取得され
ました。1993 年に信州大学繊維学部に助教授として
移られ、2000 年から同教授に昇任されご活躍されま
した。2018 年に信州大学を退職された後は、信州大
学特任教授としてファイバーイノベーション・イン
キュベーター施設のリサーチコーディネータに就任さ
れています。

西松氏は、テキスタイル製品の快適性に関する感覚
と計測を中心とした研究を展開され、パイル織物の感
覚評価に関する研究、自動車シートの座り心地評価に
関する研究や背広服の着心地評価に関する研究では
数々の成果を上げられました。1989 年には「視・触
覚による織物官能量の認識動作に関する研究」で繊維
学会論文賞を受賞されました。また、1983 年と 2009
年に日本繊維機械学会技術賞、1987 年と 1998 年に同
学術奨励賞、2003 年、2010 年と 2017 年に同論文賞、
2017 年に日本繊維製品消費科学会論文賞を受賞され
ています。また、繊維アパレル産業、自動車産業、ファ
ブリックケア産業などの様々な産業分野で産学共同研
究を精力的に推進され、その研究成果として多数の商
品を世に送り出されています。

繊維学会では、2012 年から 2013 年に関東支部支部
長として理事を務められました。この間、2013 年繊
維学会年次大会では実行委員長として大会の開催に尽
力されました。また、2003 年から 2018 年までの長き
に亘り、「感覚と計測研究委員会」委員長を務められ
るなど、繊維学会の運営とその発展に多大な貢献をさ
れました。

以上のように、上記 3 氏は長年に亘り繊維分野の研
究・教育、ならびに技術開発に多大な貢献をされ、当
該分野発展への寄与と繊維学会発展への貢献度は繊維
学会功績賞に充分値すると評価されました。
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〈繊維学会・学会賞受賞者〉

繊維および繊維集合体の製造方法と
構造解析に関する研究

〈研究業績〉
高分子材料を繊維やフィルムなどとして使用する際、

延伸工程によって分子鎖を配向させ、実用に耐えうる
力学物性を発現させている。ただし、結晶構造から推
定される理論強度や理論弾性率に遠く及ばない。この
原因は、配向した分子鎖によって形成される高次構造
に帰せられる。また、繊維の集合体である不織布につ
いても繊維集合体の高次構造が物性を左右すると言っ
ても過言ではない。金慶孝氏は、溶融紡糸により多く
の高分子素材の繊維化に取り組み、得られた繊維のナ
ノサイズ構造制御を通じて繊維物性、特に繊維強度の
発現メカニズム解析の研究を行ってきている。さらに
2014 年からは、マイクロ X 線 CT を用いた不織布構
造の解析に適用する研究にも挑戦している。この方法
により、ニードルパンチおよびメルトブローン不織布
の内部構造を非破壊で可視化し、断面内の繊維体積分
率や繊維配向度と物性の関係を定量的に評価すること
に成功し、有用な知見と成果を得ている。以下に同氏
の主な研究業績の概要を示す。

1. 繊維構造形成過程の解析
高速紡糸・延伸などによって高分子材料が配向結晶

化を起こし、得られた繊維の強度・弾性率などが顕著
に増加することは良く知られている。ただし得られた
分子配向や結晶化度だけでは繊維物性が十分予測でき
なかった。そこで金氏は、繊維構造形成の中で、配向
結晶化過程のその場測定に注目した。溶融紡糸過程で
の配向結晶化に関しては、ポリトリメチレンテレフタ
レートの高速溶融紡糸過程に注目し、複屈折のその場
測定により、配向結晶化に伴って分子鎖コンフォメー
ションがらせん構造に変化していく過程の定量化に成
功した。また 2 次延伸過程での配向結晶化に関しては、
レーザー加熱延伸法と放射光を組み合わせることで繊
維構造形成過程を 0.1 ms 程度の時間分解能でその場
測定することに成功している。この高い時間分解能に
より、ポリエチレンテレフテレート（PET）、ポリエ
チレンナフタレート（PEN）、ポリビニルアルコール、
ポリプロピレン、ポリビニリデンフルオライド、ポリ
フェニレンサルファイド、ナイロン 6 など多くの繊維
素材の配向結晶化挙動をその場観察し、報告している。
特に配向結晶化に先立って PET と PEN で観察され
るフィブリル状のスメクチック構造に注目し、この構
造がより多く形成される繊維では強度が向上する反面、

熱収縮率も大きくなることから、外力を主に負担して
いる構造であることを明らかにした。

2. 繊維集合体、不織布の構造解析
従来、不織布の製造条件の決定は、主に現場のノウ

ハウに依存していた。これは不織布構造の不均一性も
一因であるが、簡便で正確な構造解析手法がなかった
ことに主な原因がある。すなわち、従来の研究では、
繊維集合体の内部構造を観察するためには、トレー
サー繊維を加え、不織布を含浸した樹脂で包埋し、さ
らに切断して切断面を観察するといった破壊的方法を
取る必要が有った。これらの研究により、例えばニー
ドルパンチ不織布の内部では、杭、ブリッジ、スティッ
チなどと呼ばれる構造が形成され、不織布に作用する
外力を支えると言われてきた。これに対して、同氏は、
ニードルパンチ不織布を X 線 CT 法で観察すること
で、内部構造を非破壊で可視化することに成功し、上
記の仮説を検証した。具体的には、X 線の吸収係数が
高い PET 繊維を上層部に、PET 繊維より低い PE 繊
維を下層部に配置した状態でニードルパンチングを行
い、X 線 CT で観察することで、上層の PET 繊維が
下層に押し込まれた杭状構造が形成される様子を、非
破壊で可視化することに成功した。さらに同氏は、こ
の方法を応用して断面内の構造パラメータを定量的に
評価することにも成功している。具体的には針深度、
針密度といったニードルパンチ条件に適用し、繊維体
積分率や繊維配向度などの構造パラメータ変化を調べ
ることで、ニードルパンチ不織布の内部構造の定量化
を行っている。さらに得られた構造パラメータにより
不織布の強度を表現することも試み、厚み方向に配向
する繊維の割合と不織布強度との間に明瞭な相関があ
ることを明らかにした。これらの結果より、ニードル
パンチ条件がニードルパンチ不織布の構造と物性にお
よぼす影響を、より定量的に解析できることを実証し
た。

また、上記の解析手法をメルトブローン不織布に適
用し、世界で初めてメルトブローン不織布の内部構造
を非破壊で解析することにも成功している。さらにノ
ズル-コレクター間距離、エアーサクションの力、熱
風流量などメルトブローン条件を変えて構造を評価し
た結果、特に溶融樹脂の吐出口から不織布コレクター
までの距離の影響が明瞭に認められたことを報告して
おり、この結果を、ノズル-コレクター間距離が増加

信州大学 繊維学部 先進繊維・感性工学科 金 慶 孝
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するのに伴って構成繊維の直径が細くなり、不織布の
厚みが増加し、さらに厚み方向に沿った繊維体積分率
に明瞭な勾配が現れたのではないかと説明している。

以上のように、同氏は、これまで一貫して、溶融紡
糸および 2 次延伸条件による繊維のナノサイズ構造の
変化、およびニードルパンチおよびメルトブローン不
織布、および繊維複合材料の製造条件による繊維集合
体構造の変化を解析し、繊維および繊維集合体の物性
との関連を明らかにすることを目的として研究を進め
てきた。その結果は繊維科学・技術の発展に大きい寄
与するものであり、繊維学会賞に十分値すると認めら
れる。

〈主な業績リスト〉
1）Kyoung Hou Kim, Hyun Hok Cho, Hiroshi Ito,

Takeshi Kikutani, Journal of Polymer Science: Part
B: Polymer Physics, 46, 847－856（2008）.

2）Kyoung-Hou Kim, Young-Ah Kang, Takahisa
Murata, Soichiro Ikehata, Yutaka Ohkoshi, Yasuo
Gotoh, Masanobu Nagura, Mitsuharu Koide,
Hiroshi Urakawa, Masaru Kodera, Polymer, 49,
5705－5713（2008）.

3）Kyoung Hou Kim, Takayoshi Yamaguchi, Yutaka
Ohkoshi, Yasuo Gotoh, Masanobu Nagura, Hiroshi
Urakawa, Masaru Kodera, Takeshi Kikutani,
Journal of Polymer Science: Part B: Polymer Physics,
47, 1653－1665（2009）.

4）Kyoung-Hou Kim, Ryo Aida, Young-Ah Kang,

Yutaka Ohkoshi, Yasuo Gotoh, Masanobu
Nagura, Hiroshi Urakawa, Polymer, 50（19）, 4429－
4431（2009）.

5）Kyoung-Hou Kim, Takahisa Murata, Young-Ah
Kang, Yutaka Ohkoshi, Yasuo Gotoh, Masanobu
Nagura, Hiroshi Urakawa, Macromolecules, 44

（18）, 7378－7384（2011）.
6）Kyoung-Hou Kim, Ryo Aida, Young-Ah Kang,

Toshifumi Ikaga, Yutaka Ohkoshi, Isao Wataoka,
Hiroshi Urakawa, Polymer, 53, 4272－4279, 2012
“Effect of drawing stress on mesophase structure
formation of poly（ethylene 2,6 - naphthalene
dicarboxylate）fiber just after the neck-drawing
point”

7）Ren Tomisawa, Takumi Ando, Toshifumi Ikaga,
Kyounghou Kim, Yutaka Ohkoshi, Kazuyuki
Okada, Hiroyasu Masunaga, Toshiji Kanaya,
Hiroo Katsuta, Yoshistugu Funatsu, Polymer
Journal, 51, 211－219（2019）”

8）Tatsuya Ishikawa, KyoungHou Kim, Yutaka
Ohkoshi, Textile Research Journal, 87（11）:1387－
1393（2017）.

9）Tatsuya Ishikawa, Yujiro Ishii, Kengo Nakasone,
Yutaka Ohkoshi, Kyoung Hou Kim, Textile
Research Journal, 89（1）, 20－31（2019）.

10）Tatsuya Ishikawa, Yujiro Ishii, Yutaka Ohkoshi,
Kyoung Hou Kim, Textile Research Journal, First
Published May 29（2018）.
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〈繊維学会・技術賞受賞者〉

〈研究業績〉
本技術は、熱融着性のあるスパンデックスを初めて

提案した「熱融着モビロン」の開発によるものである。
スパンデックスの紡糸方法は、乾式紡糸、湿式紡糸、

溶融紡糸が工業的に行われており、世界では 8 割以上
が乾式紡糸で製造されている。その中で当社は溶融紡
糸法を採用しており、この方法により得られた糸は、
緩やかな応力緩和と、高い熱セット率が特徴である。

熱融着性を付与するためには目標とする加工温度で
物理的な変化をさせる必要があるが、熱可塑性を持つ
溶融紡糸のスパンデックスは乾式糸に比べて一般的な
加工温度付近での熱的な変化が生じ易い性質がある。
そこで実用的なスパンデックスとしての機能を維持し
つつ、熱融着性能を有する弾性繊維に関する組成、製
造するための条件、最終製品の評価方法について研究
を行い「熱融着モビロン」の技術を完成させた。また、
最終製品メーカーへこれを提供し、熱融着技術を用い
た伝線しにくいストッキング等を商品化し、市場成長
に寄与した。

〈研究内容〉
ポリウレタンは水酸基のように活性水素を有する成

分と、反応性の高いイソシアネート基を有する成分と
を反応させて得られ、材料の種類とそれらの配合で分
子構造を制御する。弊社では多様な物性ニーズに対応
するべく、原材料及びそれらの配合を多種多様に変化
させ、様々な機能を有するスパンデックスを展開して
いる。目標とする物性を発現できるように、ポリオー
ル等の比較的長い分子量の活性水素化合物との反応物
で構成される柔軟な成分であるソフトセグメントと、
低分子活性水素化合物で構成される成分で収縮力を発
現させるハードセグメントを精度よくバランスさせる
よう、分子設計している。

熱融着モビロンの開発にあたり、前記の配合比に加
え、鎖延長剤に各種低分子ジオールを用いて熱特性を
制御しているが、これを調整して製品が加工温度に
よって熱融着する組成を検討した。単純に耐熱性を下
げて溶融する組成では、収縮力が不足し、使用に耐え
ないため、架橋構造の制御が重要であった。材料の配
合や成分が変わると紡糸が困難になったため、設備構
成を変えて、より流動均一性を重視して紡糸の最適化
を進めた。これらにより、既存のモビロンの特長であ
る柔軟性と熱セット性を維持した上に、熱融着性を付

与することができた。流動均一性を高めたことで紡糸
性を向上させ、糸斑や紡糸中に断糸する等の紡糸時の
トラブルを克服し、結果として、生地を編成する際の
糸相互の接着による解舒張力の向上、生地中での強力
維持が具現化できた。

これらの糸を用いることで編地製品において特殊な
編成方法や加工をせずとも、熱融着モビロン相互が編
目の交差点で融着することにより、生地端を裁断して
もほつれないインナーや、伝線しにくいストッキング
を製造することを可能にした。

〈商品特徴〉
（1）下着類用の編物は、スパンデックスの伸縮性が高
いことによる糸抜けや、生地端からのほつれが起こる
ため、生地端を入念に縫製することが必須であった。
生地端はカールがおきやすいために取り扱いが困難で
あった。

これらに対し、熱融着モビロンを生地に混用して熱
処理することで、編み目の交差点でスパンデックス相
互が熱融着し、生地端を裁断してもほつれない製品を
製造することが可能になった。また生地の熱セット率
が高いために形態安定性が良好で、生地端がカールす
ることを抑制できた。

これらにより縫製の簡略化、審美性向上、強固に縫
製した縫い目が強く皮膚にあたることによる障害を抑
制する効果が得られた。

（2）ストッキング類はひっかけによる伝線が大きな欠
点であった。伝線抑制の従来技術として、特殊な編成
方法や強度の高い糸を使用する等の商品は存在したが、
一部の製品に限られていた。

ストッキング用熱融着モビロンの開発により、通常
の生産工程で伝線しにくいストッキングを製造するこ
とが可能になった。また、熱融着による形態安定効果
により、洗濯を繰り返しても踵の形状が明確に残るた
め、履きやすいストッキングの製造が可能になった。

〈主な業績リスト〉
（1）特許番号 5105039 熱融着性ポリウレタン弾性繊

維及びその製造方法、並びに該ポリウレタン弾性
繊維を用いた織編物

（2）特許番号 4114084 伝線防止機能を有する足回り
編地製品

熱融着スパンデックス「モビロンⓇ」
技術の開発と用途展開

日清紡テキスタイル株式会社 開発素材事業部モビロン生産課
森 下 美由紀
前 田 修 二
瀬 野 重 昭

森 下 美由紀 氏 前 田 修 二 氏 瀬 野 重 昭 氏
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〈繊維学会・論文賞受賞者〉

Formation of Crystallites with Low
Surface Energy ̶ A Key to Understand
the Crystallization of Oriented Polymer

TEMPO酸化セルロースナノファイバーから
なるヒドロゲルの力学的物性とゲル化プロセス

〈選考経過〉
繊維学会 Journal of Fiber Science and Technology

（JFST）論文賞は、繊維の科学と技術に関し優秀な研
究を行い、その業績を本学会論文誌に発表した将来有
望な研究者に授与されるものである。本年度は、JFST
誌 74 巻（2018 年）の 1 月号から 12 月号に掲載された
論文の 32 編が対象であり、15 名からなる選考委員に
より組織された論文賞選考委員会の厳正な審査を経て、
上記 2 名の方々に授賞することとなった。

本年度は、先ずトレンドであるセルロースナノファ
イバー（CNF）の分野の論文で、TEMPO 酸化ナノセ
ルロースのヒドロゲル化挙動を詳細に検討して種々の
基礎的で重要な知見を得、CNF の今後の発展を印象
付けた後居洋介氏の論文が選ばれた。

次に、高分子の結晶構造に関する基礎研究であり、
繊維科学の基礎に関わる重大な課題を解き明かす可能
性を秘めた登阪雅聡氏の論文が選ばれた。

選考の際にはオンラインジャーナルのアクセス件数
の情報が選考委員に提供され、実際に世の中の研究者
に与えたインパクトも重要な指標として選考に加味さ
れている。

セルロースナノファイバーの新しい発展といったト
レンドと、高分子化学の重要な基礎が報告されている
点は JFST の強みである。

以下に各論文の概要と、編集委員、選考委員から提
出された推薦コメントをまとめたものを示す。

〈研究業績〉
後居洋介氏らの論文は天然由来のナノマテリアルと

して注目を集める CNF の中でも、著者らが開発した
セルロースの TEMPO 触媒酸化による CNF（TOCN）
を用いて表面のカルボキシル基に多価金属塩錯体を形
成させることで新たなヒドロゲル繊維材料の開発に成
功しており、力学物性など科学的な測定もしっかりと

なされ価値の高い論文と考えられる。特に極細で高荷
電密度を有する TOCN のヒドロゲル化挙動が詳細に
検討されており、カルボキシメチルセルロース（CMC）
とのコンポジットの特異な粘弾性挙動は非常にユニー
クであり興味深い。TOCN と CMC という電気的に
同符号に荷電した高分子からなる複合ゲルの破壊点に
おける強度やひずみに関しても貴重な知見を得ており、
科学的考察も適切である。今後、構造類似の固体と分
子の複合が生み出す新物性に期待が持たれる。

さらに、編集委員からの推薦、オンラインジャーナ
ルアクセス数の点でも最も優れており、世の中の注目
も高く CNF の機能材料へ向けての指針となる論文で
あり、繊維産業の新領域開拓の面からも高く評価でき
る。

（Journal of Fiber Science and Technology, 74, No.1, 24－29
（2018）.）

登阪雅聡氏らの論文は高分子の結晶構造に関する基
礎的な研究であり，実験データを元に仮説検証と理論
的解析が詳細になされている。高分子繊維の構造形成・
機能発現に関する機構研究の王道とも言える結晶化プ
ロセスについて、天然ゴムの伸長結晶化挙動における
バンドル状結晶の表面エネルギーに着目した研究であ
り、これまで一部不確かであった各物性因子の寄与・
相関を詳細に検討・解明している点は、基礎的側面か
らも応用的側面からも高く評価できる。

数多くの繊維・高分子材料における結晶形成や構造
を検討する際に有用な情報を含んでおり，このような
しっかりとした基礎に基づいた論文は JFST 全体の評
価を上げることにもなると思われる。

高分子の結晶化プロセスの新しいコンセプトを提唱
しており、論文賞に値する研究と考えられる。

（Journal of Fiber Science and Technology, 74, No.6, 133－
142（2018）.）

第一工業製薬株式会社 研究開発本部ライフサイエンス開発部 後 居 洋 介

京都大学 化学研究所 登 阪 雅 聡
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〈繊維学会・奨励賞〉

浅井華子氏は、ナノファイバーマットなどの繊維材
料を利用したアクチュエータの開発に関して研究を
行ってきた。アクチュエータとは何らかの外部刺激に
よって屈曲や伸縮、回転などの物理的な運動を生み出
すことのできる装置である。浅井氏が研究を行なって
いるアクチュエータの基本構造は 2 枚の電極で 1 枚の
電解質を挟み込んだコンデンサ型のアクチュエータで
あり、電極部分にエレクトロスピニング法で作製した
導電性ナノファイバーマット、電解質部分にイオン液
体のゲル（イオンゲル）を用いた構造となっている。

このナノファイバーマットアクチュエータは電圧を
かけたときに電解質に含まれているカチオン・アニオ
ンの体積差によって屈曲する仕組みとなっている。し
たがって、より多くのイオンが電極に移動するほど大
きく屈曲するので、使用する繊維径が細いほど電極の
比表面積が大きくなり、より大きく屈曲する。また、
繊維の配列をそろえた際、繊維の配列の仕方によって
アクチュエータ全体としての屈曲挙動が変化すること
が明らかとなった。コンデンサ型のアクチュエータは

以前から数多く報告されているが、繊維材料を使用す
ることによって繊維方向の配列の制御による新たな特
性の発現など、従来の等方的な電極材料では得られな
かった特性が見いだされた。

さらに、ナノファイバーマットの代わりに布帛材料
を用いたアクチュエータに関しても作製に成功してお
り、屈曲方向に対するたて糸・よこ糸の糸密度がアク
チュエータの屈曲挙動に大きく影響するという知見が
得られた。

現在、同氏はニット材料を用いた力学強度や伸縮性
のあるアクチュエータについても研究を展開しており、
ウェアラブルエレクトロニクスへの応用を目指してい
る。よって本研究は繊維学会奨励賞にふさわしいもの
と認められた。

〈主な業績〉
1）H. Asai, et al., Sensors & Actuators B: Chemical, 214,

76－81（2015）.
2）H. Asai, et al., Polymer Journal,（2019）in press.

ナノファイバーマットを用いた
アクチュエータに関する研究

宇都卓也氏は、結晶性多糖類に由来する繊維材料で
観察される結晶変形特性やそれらの溶解・包接現象な
どに関する計算化学研究を展開している。構造多糖で
あるセルロースやキチンは、自然界に膨大な量が貯蔵
されている有機資源である。これらは高機能性材料と
しての利用が期待されているが、高結晶性繊維である
ため、水や一般的な有機溶媒に難溶であり、加工性に
乏しい。こうした背景から、構造多糖の高次構造制御
に関わる基礎的知見の獲得が強く望まれている。これ
まで、セルロースの結晶構造特性やそれに基づく新規
ナノ構造体を提案し、セルロース・キチン結晶繊維の
溶解機構を解析してきた。

セルロースの結晶構造を 3 次元分解した分子鎖シー
トモデルに対して、密度汎関数理論計算を適用した。
その結果、天然セルロース繊維について、長年議論さ
れてきた変形特性の要因が、Iα型（110）/Iβ型（100）面
の平面状分子鎖シートに由来することを明らかにした。
さらに、ⅢⅠ型（100）面シートモデルが自発的にチュー
ブ形態へと変化する現象を観察した。このチューブ状
分子（セルロースナノチューブ）は、分子鎖シート両端
が水素結合によって閉じた新たなセルロース高次構造
となる可能性を見出し、非極性溶媒中で安定に存在し
得ることを提案した。

最近、構造多糖を溶解するイオン液体に注目がされ

ている。異なるイオン液体のセルロースやキチンに対
する溶解性を関連づけるために、イオン液体中におけ
るセルロース・キチン溶解の分子動力学計算を実施し
た。その結果、イオン液体のカチオンとアニオンが協
同的にセルロース・キチンの分子間水素結合を切断す
る溶解過程を観察した。特に、界面に存在する臭化物
イオンがキチン溶解に寄与することが計算によって示
唆されたため、微量の臭化物イオン存在下でもキチン
溶解性が向上することを実験によって検証した。また、
水素結合切断量と実際のセルロース・キチン溶解度が
強く相関し、文献情報の無いイオン液体の溶解度を予
測した。

構造多糖材料において実際の変形挙動や溶解特性を
再現し、新規なナノ構造体や分子論的解釈を提示する
一連の研究成果は高分子・繊維科学の新たな展開に寄
与するものであり、繊維学会奨励賞としてふさわしい
ものと認められた。

〈主な業績〉
T. Uto, et al., ACS Omega 3, 8050－8058（2018）; T. Uto, et
al., Carbohydr. Polym. 190, 331－338（2018）; T. Uto, et al.,
J. Phys. Chem. B 122, 258－266（2018）; T. Uto, et al., Phys
. Chem. Chem. Phys. 20, 20669－20677（2018）

構造多糖材料の結晶構造特性と溶解機構に
関する計算化学研究

福井大学 学術研究院 工学系部門 繊維先端工学講座 浅 井 華 子

宮崎大学 テニュアトラック推進機構 宇 都 卓 也
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〈繊維学会・奨励賞〉

天然高分子は単純な構造のモノマーを基礎としなが
ら、ポリマー内に官能基を高密度に配置し、それらが
協同的に用いることで、個々の官能基単独ではなしえ
ない機能を誘起している。さらに、この官能基の協働
効果はモノマーの反応性や重合制御を規定する重要な
因子でもある。髙坂氏は、この官能基の協働効果（官
能基シナジー）を積極的に活かしたモノマーを設計し、
従来にない新規な重合反応や機能性ポリマーを合成す
ることに尽力してきた。ここでは氏の代表的な成果を
紹介する。

アミノ基を有するアクリル酸エステルは自己分解す
ることが知られているが、α-（アミノメチル）アクリル
酸エステルは例外的に安定である．髙坂氏はこの原因
が分子内水素結合にあることを突き止め、その切断を
利用した新奇なラジカル重合を発見した．そのポリ
マーは水中で温度、pH、陰イオンに応答する多刺激
感応性を示した．

上記のモノマーは、α-（ハロメチル）アクリル酸エス
テルとアンモニアの共役置換反応によって合成される。
同種の反応は様々な求核種と室温で定量的に進行する
ことから、重縮合や高分子反応にも適している。例え

ば、ビス［α-（ハロメチル）アクリル酸エステル］はジカ
ルボン酸と重縮合し、ポリ共役エステルを与える。こ
のポリ共役エステルは優れた結晶性を示すとともに、
熱や光による硬化反応や、チオール・アミンによる分
解反応な可能な多機能材料である。また、ジチオール
を作用させると、エステル骨格がスルフィド骨格に置
換される、珍妙な主鎖交換反応が実現した。一方、単
官能モノマーである α-（ハロメチル）アクリル酸エス
テルに共役置換・共役付加を連続的に実施する、非対
称重縮合も開発している。

髙坂氏は産学連携にも積極的に取り組んでおり、例
えばカルボン酸クロリド代替品による、非ハロゲンで
金属触媒不要なポリエステルの低温合成法を開発して
いる。

髙坂氏の独創的で幅広い視野は、繊維を含む高分子
材料の合成・創製に新たな潮流を生み出すものであり、
奨励賞に相応しいと認められた。

〈主な業績〉
Polym. Chem. 2018, 9, 1610; Chem. Lett. 2018, 47, 221.;
Polym. Chem. 2017, 8, 976.; Polym. Chem. 2015, 6, 5026

官能基シナジーを利用した新奇重合反応による
機能性ポリマーの開発

信州大学 繊維学部化学・材料学科 髙 坂 泰 弘
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2019年 繊維学会年次大会

日 時：2019 年 6 月 5 日㈬～7 日㈮
会 場：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）

〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501
http://www.towerhall.jp/

〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩約 1 分

開催概要
繊維学会年次大会は、繊維・高分子科学に携わる研究者や技術者が一堂に会し、研究成果の発表を行い、参加
者と充実した議論やコミュニケーションができる場を提供することを開催の基本方針としています。また、「優
秀口頭発表賞」と「優秀ポスター発表賞」を授与し、活躍する若手研究者の顕在化を図ります。例年、多数の
一般発表に加え、依頼講演もあります。会員の皆様には、ご自身の最新の研究成果の発表の場、議論討論の場、
ネットワークを広げる場として、本年次大会を積極的にご活用ください。

発表分野
［1．繊維・高分子材料の創製］

1a 新素材合成 1b 素材変換・化学修飾 1c 無機素材・有機無機複合素材
［2．繊維・高分子材料の機能］

2a オプティクス・フォトニクス 2b エレクトロニクス 2c イオニクス
2d 機能膜の基礎と応用 2e 接着・界面/表面機能 2f 耐熱性・難燃性

［3．繊維・高分子材料の物理］
3a 結晶・非晶・高次構造 3b 繊維・フィルムの構造と物性
3c 複合材料の構造と物性 3d 繊維構造解析手法の新展開

［4．成形・加工・紡糸］
4a 繊維・フィルム 4b 不織布・多孔体 4c 複合材料 4d 3D プリンタ

［5．染色・機能加工・洗浄］
5a 染色 5b 機能加工 5c 洗浄管理

［6．テキスタイルサイエンス］
6a 紡織・テキスタイル 6b 消費科学 6c 感性計測・評価 6d スマートテキスタイル

［7．天然繊維・生体高分子］
7a 紙・パルプ 7b 天然材料 7c 生分解性材料 7d バイオマス素材

［8．ソフトマテリアル］
8a 液晶 8b コロイド・ラテックス 8c ゲル・エラストマー 8d ブレンド・ミクロ相分離

［9．バイオ・メディカルマテリアル］
9a 生体材料・医用高分子 9b バイオポリマー

［10．【特別セッション】ナノファイバー］
10a ナノファイバーの作製 10b ナノファイバーの構造と物性 10c ナノファイバーの応用

［11.【特別セッション】ミルフィーユ構造の材料科学］
11a 繊維・高分子材料 11b 非高分子系材料 11c 複合材料 11d ミルフィーユ構造の評価・解析
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発表形式
研究発表は、口頭発表（A1、A2）およびポスター発表（P1、P2）の形式で行います。

A1 口頭発表（一般）、 P1 ポスター発表（一般）
A2 口頭発表（優秀口頭発表賞）、 P2 ポスター発表（優秀ポスター発表賞）

優秀ポスター発表賞の表彰は、2 日目のワインパーティーで行います。
優秀口頭発表賞の受賞者は、大会終了後、学会ホームページ・学会誌にて公表いたします。

予稿集の発行日 2019 年 5 月 29 日㈬ （Web での閲覧開始日）

参加登録
大会参加者および懇親会出席者は、発表の有無にかかわらず、登録が必要です。登録は事前登録を原則とします。
事前登録締め切り後は、すべて当日登録扱いとなりますのでご注意ください。
事前登録者は、締め切りまでに参加登録料を下記のいずれかの方法でご送金ください。
期間内に入金が確認できない場合は、当日登録料金となります。振込手数料は各自でご負担ください。

（1）現金書留：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 （加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会係
（2）銀行振込：三菱東京 UFJ 銀行目黒駅前支店普通口座 4287837 （加入者名）一般社団法人繊維学会
（3）郵便振替：口座番号 00110－4－408504 （加入者名）一般社団法人繊維学会年次大会

事前参加登録締め切り 2019 年 5 月 24 日㈮

参加登録費：

問い合わせ先 ご不明の点は、学会事務局（TEL : 03-3441-5627、E-mail : office@fiber.or.jp）にお問合わせください

2019 年繊維学会年次大会実行委員会：
実行委員長 斎藤 拓（農工大）
実行副委員長 赤坂修一（東工大）、宝田亘（東工大）、中野幸司（農工大）、前田裕平（東レ）
担当理事 戸木田雅利（東工大）
実行委員 雨宮敏子（お茶女大）、石井大輔（東農大）、石毛亮平（東工大）、撹上将規（信州大）、

兼橋真二（農工大）、金慶孝（信州大）、葛原亜起夫（東京家政大）、黒瀬隆（山形大）
佐藤高彰（信州大）、敷中一洋（産総研）、芝崎祐二（岩手大）、高﨑緑（京都工芸繊維大）、
帯刀陽子（農工大）、田中学（首都大）、永井大介（群馬大）、中澤靖元（農工大）、
濱田仁美（東京家政大）、松田靖弘（静岡大）、松葉豪（山形大）、松本英俊（東工大）、
丸林弘典（東北大）、村瀬浩貴（共立女子大）、藪浩（東北大）、吉岡太陽（農研機構）

（五十音順）
学会事務局 野々村弘人、山本恵美

参加登録料：

懇親会費：

＊懇親会は 6 月 5 日に行います。

参加登録料 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 10,000 円 10,000 円 18,000 円 3,000 円 6,000 円
当日登録料 12,000 円 12,000 円 20,000 円 5,000 円 8,000 円

懇親会費 繊維学会
正会員 維持・賛助会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 7,000 円 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円
当日登録料 8,000 円 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月５日（水）　Ⅰ - ①（A, B, C 会場）

1A01　招待講演

1A03

1A04

1A05 1B05 1C05

1A06 1B06 1C06

1A07
1B07 1C07

1B08 1C08
1A08
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月５日（水）　Ⅰ - ②（D, E, P 会場）

1D05 1E05

1D06 1E06

1D07
1E07

1E08
1D08

A14



2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月５日（水）　Ⅱ - ①（A, B, C 会場）

1A09 1B09 1C09

1B10
1A10 1C10

1A11 1C11
1B11

特別講演

1S01   

J-PARC MLF 10 周年　記念講演

1S02

６月 6 日（木）　Ⅰ - ①（A 会場）
A 会場

5F 小ホール

通常総会
功績賞・学会賞・技術賞・論文賞・奨励賞 授賞式

学会賞受賞講演

技術賞受賞講演

®

休憩
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月５日（水）　Ⅱ - ②（D, E, P 会場）

1D09 1E09　招待講演

®

1D10

1D11

特別講演

1S01   

J-PARC MLF 10 周年　記念講演

1S02

６月 6 日（木）　Ⅰ - ②（A, P 会場）
A 会場

5F 小ホール

通常総会
功績賞・学会賞・技術賞・論文賞・奨励賞 授賞式

学会賞受賞講演

技術賞受賞講演

®

休憩
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月６日（木）　Ⅱ - ①（A, B, C, D 会場）

2A01 2B01 2D01

2A02 2B02 2D02
2C02

2B03 2D03
2A03 招待講演 2C03

2C04
2B04 2D04

2A05 2B05 2D05
2C05　招待講演

®

2A06 2B06 2D06
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月６日（木）　Ⅱ - ②（E, F, G, P 会場）

2E01 2F01　招待講演 2G01

2E02 2G02

2F03 2G03
2E03

2E04
2F04 2G04

2F05 2G05
2E05　

2E06 2F06 2G06
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月６日（木）　Ⅲ - ①（A, B, C, D 会場）

2A07 2B07 2C07 2D07　招待講演

2A08 2B08
2C08

2A09 2B09 2C09　招待講演
2D09

2D10
2A10 2B10

2A11 2B11 2D11

2A12 2B12
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月６日（木）　Ⅲ - ②（E, F, G, P 会場）

2E07 2F07 2G07

2E08 2F08 2G08

2E09 2F09 2G09

2E10 2F10 2G10

2E11 2F11 2G11

2E12 2F12 2G12

2F13
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月７日（金）　Ⅰ - ①（B, C, D 会場）

3B01 3C01 3D01

3B02 3C02 3D02

3C03 3D03
3B03

3B04 3D04
3C04

3C05
3B05 3D05

3B06 3D06
3C06

3C07 3D07
3B07
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月７日（金）　Ⅰ - ②（E, F, G 会場）

3E01 3F01 3G01

3E02 3F02 3G02

3F03 3G03
3E03

3E04 3G04
3F04

3F05
3E05 3G05

3E06 3F06 招待講演 3G06

3E07 3G07
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月７日（金）　Ⅱ - ①（B, C, D 会場）

3B08 3C08　招待講演 3D08

3B09 3D09

3D10
3B10 招待講演 3C10

3C11
3D11

3C12 3D12
3B12

3B13
3C13

3B14 3C14

3C15
3B15

3B16
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2019 年度　繊維学会年次大会　プログラム
６月７日（金）　Ⅱ - ②（E, F, G 会場）

3E08　招待講演 3F08 3G08

3F09 3G09

3F10 3G10
3E10

3E11 3F11
3G11

3E12 3G12
3F12

3F13 3G13
3E13

3E14 3F14
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第50回「感性研究フォ－ラム」講演会
感性の研究の未来

主 催：繊維学会研究委員会「感性研究フォ－ラム」

協 賛：一般財団法人日本繊維製品消費科学会、一般社団法人日本色彩学会、一般社団法人色材協会、

一般社団法人日本家政学会

日 時：2019 年 6 月 22 日㈯ 13:00～16:30

会 場：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）中会議室 1

ドーンセンターへのアクセス：http://www.dawncenter.or.jp/top/index.jsp

京阪「天満橋」駅下車。東口方面の改札から地下通路を通って 1 番出口より東へ約 350 m。

地下鉄谷町線「天満橋」駅下車。1 番出口より東へ約 350 m。

JR 東西線「大阪城北詰」駅下車。2 番出口より土佐堀通り沿いに西へ約 550 m。

マップ：http://www.dawncenter.or.jp/shisetsu/map.html

プログラム：

13:00 受 付

13:30 開会挨拶 神戸松蔭女子学院大学 徳山孝子

（研究委員会「感性研究フォ－ラム」委員長）

13:30～14:30 コミュニケ－ションⅠ（講演）

『プロダクトデザインにおける感性価値のメトリック』

関西学院大学理工学部 教授 長田典子

QOL（生活の質）が問われる現代社会において、楽しさや感動といった心の豊かさをもたらす新しい科学技術が

求められます。講演では、人の感じ方を定量化し、製品設計に役立つ客観的なものさし（メトリック）を作る感性

価値創造研究を紹介します。また「音を聴くと色が見える」等の共感覚現象（クロスモダリティ）のしくみとメディ

ア応用の話題や、COI（センター・オブ・イノベーション）プロジェクト「感性とデジタル製造を直結し、生活者

の創造性を拡張するファブ地球社会創造拠点」の活動もあわせて紹介します。3D プリンタ等による個人のもの

づくりが世界に広まる中、感性価値のメトリックが社会の価値観を先導する役割を果たします。

14:30～14:50 質疑応答（フリーディスカッション）

14:50～15:00 休憩

15:00～16:00 コミュニケ－ションⅡ（講演）

『化粧と絵画における顔画像の空間周波数特性』

神戸松蔭女子学院大学人間科学部 教授 鳥居さくら

画像の明暗パターンは空間周波数の特性を用いて記述することができます。輪郭にあたる幅の細かい明暗変化の

情報は高い、ぼやけて見えるような幅の広い明暗変化の情報は低い空間周波数帯域の情報です。化粧を施した顔

画像や絵画で表現された顔を空間周波数特性の視点で考えます。

16:00～16:20 質疑応答（フリーディスカッション）

定 員：30 名

参加費：一般 3,000 円、学生 1,000 円、研究委員会会員・協賛団体関係者 1,000 円

申 込：参加申込は必要ありません。当日、受付でお支払いください。

問合せ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

一般社団法人繊維学会（内）感性研究フォーラム事務局

TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp
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第71回公開講演会（繊維課題）

主 催：日本技術士近畿本部 繊維部会
共 催：日本繊維技術士センター、日本染色加工同業

会
日 時：2019 年 5 月 17 日㈮ 13:30～16:30
会 場：大阪産業創造館 5F 研修室 D

（大阪市中央区本町 1－4－5）
プログラム：講演 2 件

詳細プログラムはホームページを参照ください
・「環境配慮材料としてのレーヨン繊維の機能化」

ダイボウレーヨン㈱ 林 誠
・「ITMA－アジア（2018）における最新繊維機械の

動向について」 村田機械㈱ 里見眞一
問合せ先：日本繊維技術士センター（JTCC）本部

TEL : 06－6484－6506 E-mail : jtcc@nifty.com

――――――――――――――――――――――――

第57回日本接着学会年次大会

主 催：（一社）日本接着学会
日 時：2019 年 6 月 19 日㈬、20 日㈭
会 場：北九州国際会議場

（北九州市小倉北区浅野 3－9－30）
プログラム：特別講演（2 件）、依頼講演、各賞受賞講

演（7 件）、口頭発表（40 件）、
ポスター発表（63 件）、懇親会

詳 細 プ ロ グ ラ ム は ホ ー ム ペ ー ジ http://www.
adhesion/or.jp/を参照ください
問合せ先：（一社）日本接着学会

第 57 回日本接着学会年次大会 係
（大阪市浪速区難波 3－9－1 難波ビルディ
ング 407 号）
TEL : 06－6634－8866
E-mail : info-hnb@adhesion.or.jp

――――――――――――――――――――――――

19－1高分子ナノテクノロジー研究会
主題「コンピュータを利用した

アロイ・ブレンド・コンポジットの開発」

主 催：高分子学会 高分子ナノテクノロジー研究会
日 時：2019 年 6 月 24 日㈪ 10:00~16:50
会 場：産業技術総合研究所

臨海副都心センター別館会議室（11 階）
プログラム：講演 4 件

詳細プログラムはホームページ https : //member.
spsj.or.jp/event/を参照ください

近化高機能材料セミナー
～国際競争を生き抜くために～

機能性シート。コーティングの最先端

主 催：近畿化学協会
日 時：2019 年 7 月 9 日㈫ 10:00~18:00
会 場：大阪科学技術センター 7 F 700 号室

（大阪市西区靭本町 1－8－4）
プログラム：講演 5 件

詳細プログラムはホームページ http://www.kinka.
or.jp/event/を参照ください
問合せ先：（一社）近畿化学協会

（大阪市西区靭本町 1－8－4）
TEL : 06－6441－5531
E-mail : mail@kinka.or.jp

――――――――――――――――――――――――

2019年度J-PARCMLF産業利用報告会

主 催：J-PARC センター 一般財団法人総合科学研
究機構 中性子科学センター
茨城県 中性子産業利用推進協議会

日 時：2019 年 7 月 18 日㈭、19 日㈮
会 場：秋葉原コンベンションホール

東京都千代田区外神田 1－18－3
秋葉原ダイビル 2 F

プログラム：詳細プログラムはホームページを参照く
ださい

問合せ先：一般財団法人 総合科学研究機構
〒319－1106 茨城県那珂郡東海村白方 162－1
いばらぎ量子ビーム研究センター内

水沢多鶴子
TEL : 029－219－5300 FAX : 029－219－5311

――――――――――――――――――――――――

第54回夏季講座
創造都市・浜松から学ぶ♪

確かな未来を築くゴム・エラストマー
の最新技術

主 催：（一社）日本ゴム協会
日 時：2019 年 7 月 25 日㈭、26 日㈮
会 場：講座 アクトシティ浜松コングレスセンター・

52＋53＋54 会議室
ミキサー オークラアクトシティホテル・

パール
プログラム：講演 10 件

詳細プログラムはホームページhttp://www.srij.or.jp
――――――――――――――――――――――――
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を参照ください
問合せ先：（一社）日本ゴム協会 第 54 回夏季講座係

TEL : 03－3401－2957
E-mail : kurata@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第38回日本糖質学会年会
（創設40周年記念大会）

主 催：日本糖質学会
日 時：2019 年 8 月 19 日㈪～21 日㈬
会 場：名古屋大学豊田講堂（名古屋市千種区不老町）
討論主題：糖質、複合糖質に関する基礎研究や応用研究
形 式：口頭発表、ポスター発表

（ポスター賞並びに優秀講演賞の表彰）
参加・発表申込：詳細は 4 月に日本糖質学会の HP

（http://www.jscr.gr.jp）の「年会の
お知らせ」ページに掲載します。

問合せ先：第 38 回日本糖質学会年会事務局
（担当：佐藤）
TEL : 052－789－4297
E-mail : jscr 38@agr.nagoya-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第33回日本キチン・キトサン学会大会

主 催：日本キチン・キトサン学会
日 時：2019 年 8 月 28 日㈬、29 日㈭
会 場：日本大学生物資源科学部

（神奈川県藤沢市亀井野 1866）
プログラム：詳細は日本キチン・キトサン学会 HP

（http://jscc.kenkyuukai.jp）を参照くだ
さい。

問合せ先：日本大学生物資源科学部
海洋生物資源科学科 松宮政弘
TEL : 0466－84－3684
E-mail : brs.2019 jscc@nihon-u.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第32回におい・かおり環境学会

主 催：（公社）におい・かおり環境協会
日 時：2019 年 8 月 27 日㈫、28 日㈬
会 場：立命館大学 びわこ・くさつキャンパス

（滋賀県草津市野路東 1－1－1）
プログラム：特別講演、企画セッション、機器展示、

口頭発表、ポスター発表
詳細はホームページ http://annualconference.orea.
or.jp/ を参照ください。

問合せ先：（公社）におい・かおり環境協会
（担当：石井、中辻）
TEL : 03－6233－9011
E-mail : info@orea.or.jp

――――――――――――――――――――――――

情報・システム研究機構国立情報学研究所
研究教育職員 公募

・公募職名・人員 准教授又は助教 あわせて若干名
・採用時期 原則として 2020 年 4 月 1 日
・任期 任期は 5 年間（採用後の業績等に

より再任を行う）
・勤務条件等 情報・システム研究機構職員就業

規則等が適用される
・応募資格 原則として博士の学位取得又は取

得見込みの者
・応募期限 2019 年 6 月 28 日㈮ 必着
・研究分野、資質・経験、応募書類、選考方法、応募

書類送付先などは、問合せ先にご確認ください
・問合せ先：E-mail : koubo2019@nii.ac.jp

国立情報学研究所ホームページ：
http : //www.nii.ac.jp/
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